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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。

福島市議会 真結の会
─ 令和5年10月 ─
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真結の会 綱領

　
事
業
会
社
は
東
京
都
の
A
C

７
合
同
会
社
。
県
か
ら
約
９４
㌶
の

林
地
の
開
発
許
可
を
受
け
、
約
６０

㌶
を
造
成
し
て
い
ま
す
。
発
電
規

模
は
約
６０
メ
　

　
ガ
㍗
、
一
般
家
庭
約
１

万
２
千
世
帯
の
電
力
を
賄
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。
市
内
か

ら
丸
見
え
の
赤
土
の
現
場
約
６０
㌶

に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
敷
設
さ
れ
、

そ
の
一
部
約
12
㌶
は
緑
地
や
森
林

が
復
元
さ
れ
ま
す
。
工
事
担
当
者

は
「
反
射
が
少
な
い
黒
っ
ぽ
い
パ

ネ
ル
を
採
用
、
緑
地
が
復
元
す
れ

ば
あ
ま
り
目
立
た
な
く
な
る
」
と

説
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
派
議

員
か
ら
は
違
和
感
は
否
め
な
い
と

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
災

害
防
止
に
つ
い
て
も
強
化
工
事
を

施
し
て
い
な
い
一
部
の
の
り
面
も

あ
り
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

　
発
電
事
業
は
東
京
都
の
合
同
会

社
開
発
７2
号
、
地
元
二
本
松
市
の

マ
ル
ナ
カ
フ
ァ
ー
ム
が
営
農
事
業
、

シ
ャ
ー
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
工

事
、
維
持
管
理
を
担
い
、
耕
作
放

棄
し
た
荒
廃
農
地
な
ど
を
活
用
し

農
業
と
発
電
事
業
を
両
立
し
ま
す
。

事
業
用
地
は
旧
国
営
吾
妻
小
富
士

農
地
開
発
事
業
の
跡
地
約
７０
㌶
で
、

発
電
規
模
は
３４
・
６
メ
　

　
ガ
㍗
。
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
高
さ
３
㍍
以
上
、
約

６
㍍
の
間
隔
で
設
置
し
、
パ
ネ
ル

下
を
含
め
た
農
地
で
牧
草
を
栽
培
、

契
約
畜
産
業
者
に
販
売
し
ま
す
。

土
砂
流
出
な
ど
災
害
防
止
に
は
、

土
中
に
一
時
的
に
雨
水
を
貯
留
で

き
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
対
応
す

る
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
福
島
市
街
地
か
ら
見
え
る
吾
妻

山
麓
に
は
大
型
風
力
発
電
施
設
も

設
置
さ
れ
、
５
年
５
月
か
ら
営
業

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
旧
吾
妻

高
原
牧
場
な
ど
の
２
・
４
㌶
の
敷

地
に
は
、
高
さ
８４
㍍
の
支
柱
に
直

径
１
０
５
㍍
の
羽
根
を
取
り
付
け

た
大
型
風
車
９
基
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
発
電
出
力
は
３2
メ
　

　
ガ
㍗
、
年

間
、
一
般
家
庭
約
１
万
５
千
世
帯

の
電
力
を
賄
え
る
と
い
い
ま
す
。

市
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
違
い
、
個

別
対
応
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
か
ら
は
景
観
や
生
態
系
へ
の

影
響
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
今

後
も
注
視
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

広
大
な
森
林
伐
採
、 む
き
だ
し
の
山
肌

「ノーモア メガソーラー宣言」現地視察
造成が進む福島先達山太陽光発電所を視察する真結の会

福
島
先
達
山
太
陽
光
発
電
所

営
農
型
あ
づ
ま

第
2
太
陽
光
発
電
所

　
「
ノ
ー
モ
ア　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
宣
言
」
を
行
っ
た
福
島
市
に
お
け
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
の
現

状
に
つ
い
て
、
真
結
の
会
は
去
る
1０
月
６
日
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
森
林
を
伐
採
、

む
き
出
し
の
山
肌
に
多
く
の
市
民
が
驚
愕
（
き
ょ
う
が
く
）
し
て
い
る
吾
妻
山
麓
の
福
島
先
達
山
太

陽
光
発
電
所
を
は
じ
め
旧
吾
妻
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
跡
地
を
活
用
す
る
あ
づ
ま
小
富
士
第
１
太

陽
光
発
電
所
、
営
農
型
あ
づ
ま
小
富
士
第
2
発
電
所
。
併
せ
て
大
型
風
車
を
要
す
る
吾
妻
高
原
風
力

発
電
所
も
視
察
し
ま
し
た
。
山
林
や
景
観
、
生
態
系
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
発
電
所
、
既
存
の
農
地

を
農
地
の
ま
ま
活
用
し
た
発
電
所
な
ど
、
そ
の
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
脱
原
発
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
は
あ
り
ま
す
が
、
目
の
前

に
あ
る
豊
か
な
自
然
や
ふ
る
さ
と
の
景
観
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
守
り
伝
え
る
べ
き
、
か
け
が
え

の
な
い
宝
物
で
す
。
大
都
市
圏
の
電
力
不
足
を
補
う
た
め
、
地
方
を
犠
牲
に
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
の
在
り
方
を
も
う
一
度
考
え
る
べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
４
面
に
大
規
模
太
陽
光

発
電
に
関
す
る
当
会
派
意
見
書
掲
載
）

吾
妻
高
原
風
力
発
電
所

ま
ゆ
の
か
い

荒
廃
し
た
農
地
活
用

営
農
し
な
が
ら
発
電

牧草を栽培する営農型のあづま第2発電所
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宍戸一照

斎藤正臣川又康彦二階堂武文真田広志尾形　武根本雅昭菅原美智子
鈴木正実



9 月 定 例 会 議
　令和5年福島市議会9月定例会議において、当会派の鈴木正実議員が市政各般にわたる代表
質問を行い、一般質問では根本雅昭議員、菅原美智子議員、宍戸一照議員、川又康彦議員の
4人が、当面する市政各般の課題について質問しました。なお、●印はその他の主な質問で
す。今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ https://www.city.fukushima.
fukushima.jp/gi-soumu/shise/shigikai/ の「議会録画中継」でご覧いただけます。

ゆうやけベリーの
ブランド確立について

　ゆうやけベリーのブランド確立を契機とし、イ
チゴ生産を拡大することは本市がフルーツ王国と
して通年で果物を生産し、誘客にもつながるもの
であることに対する市の見解を伺いました。
　当局（市長）からは、ゆうやけベリーのブラン
ド確立によってイチゴに光が当たることでイチゴ
の新たな生産者が増えることへの期待や、イチゴ
を使ったFボックスの販売促進や道の駅でのイチ
ゴ販売キャンペーン、イチゴを活用したスイーツ
プレミアムなど様々な企画が考えられ、夕やけベ
リーのブランド確立によって福島市でのイチゴ生
産が拡大し、観光への効果が上がる契機となるこ
とが期待できるものであると答弁がありました。
●eスポーツを積極的に推進することについて

人口減少対策について
　本市の人口減少に歯止めをかけるための施策を
伺いました。
　当局（市長）から、人口減少対策は市の全ての
施策が関わっており、人口減少を見据えた施策と
して、「安心安全」「子育てと教育」「産業振興」「賑
わいと文化」の4つを柱に「デジタル化」「ゼロ
カーボンの推進」「女性活躍」「移住定住」これら
の施策を横断的に展開しながら取り組んでいます。

人口減少対策は、これらを総合的に実施しなけれ
ば実現できないと答弁がありました。
●平和で安心安全な社会づくりについて
●高齢者の事故防止対策について
●公共交通空白対策について

「ノーモア  メガソーラー
宣言」について

　福島県は太陽光発電設備設置を積極的に進める
方針だが、本市が「ノーモア　メガソーラー宣言」
発出後に福島県よりメガソーラー発電所建設につ
いて、本市に意見を求められた場合は意思表示す
る福島市の回答を伺いました。

　当局（市長）からは、宣言発出後に、県より大
規模太陽光発電施設の設置について、本市に意見
を求められた場合は、「ノーモア　メガソーラー
宣言」の趣旨にのっとり、山地への大規模太陽光
発電施設の設置計画に対して反対の意見回答をし、
事業者が県へ申請手続きに入る前に、大規模太陽
光発電施設の設置計画を断念するよう働きかけて
まいりますと答弁がありました。
●農林業振興基金について

医療的ケア児に関する
本市の相談窓口について

　医療的ケア児に関する本市の相談窓口について、
専用窓口を設け、より市民に寄り添った体制にす
べきであると、見解を伺いました。
　当局からは、障がい児や医療的ケア児に関する
相談体制については、ご家族も含めて将来にわ
たって大きな不安を抱えていることから、乳幼児
期、就学期や青年期などのライフステージに応じ
た寄り添い支援が重要でありますので、専用窓口
を設置するなど相談体制の強化について検討して
まいりますと答弁がありました。
●リスキリングやリカレント教育等の学び直し並

びに人材育成や集積について
●専門学校や資格試験予備校等の市内の学習環境

について
●ふくしま起業女子応援パッケージでのITスト

ラテジストによる支援について

原発事故処理は
国民すべての問題

　福島第一原子力発電所事故の処理水放出につい
て、東北市長会や県市議会議長会等の要望があり
ながら実施したことに対する市の見解や福島市に
おける風評被害対策、除染土壌の県外最終処分な
ど原発事故の処理に関し、国民全体の問題として
理解醸成を図ることを改めて国に強く求めること
について市の見解を求めました。
　市長は、処理水の放出については科学的安全性
への理解は進んできているものの、風評の懸念は
ぬぐえず「関係者の理解」に関する食い違いが残
る見切り発車の感が否めないと捉えておりますと
答弁。風評等については、放出以降、市内では外
国からの嫌がらせ電話やサイバー攻撃が相次ぎ、
早々に国に対し必要な対策を強く要望、また県警

と連携して、迷惑電話への対応策を市民に周知し
てまいりましたと述べました。さらに中国の日本
産水産物の全面禁輸により、国内はもとより県内
においては特に浜通りの水産業の方々に大きな影
響が出ている状況から同じ県民として本市を挙げ

て応援する必要があると考え、まずは市役所食堂
において「常磐もの」を食べて応援する取り組み
を始めました。今後につきましても、風評の動向
を注視し、その動向に応じてしっかり国に対応を
求めるとともに、本市においても事態の推移に応
じ必要な対応を図るとしました。原発事故処理に

係る除去土壌の処
分については、県
外処分は法律で定
められた事項であ
り、確実に実行す
るよう国に求めて
まいります。また、
これら原発事故の
処理は国全体の課
題であるとともに、国際外交面でも影響が出る問
題であることを認識し、最大限の努力を払うこと
を強く国に求めてまいりますと答弁しました。
　そのほか、景観や安心安全などが損なわれるメ
ガソーラーの設置を望まないことを趣旨とする

「ノーモア　メガソーラー宣言」について、出生
数の減少と若年層流出の抑制など人口減少対策に
ついて、安心安全に向けた新たな都市計画の在り
方などについてお聞きしました。

森林を伐採、赤土がむきだしとなった先達山

代 表 質 問

一 般 質 問
（
抜
粋
）

代表質問する鈴木議員
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【教育委員会】来年度開校する福島県内初の夜間中学校
の名称を「福島第四中学校天神スクール」とし、福島市
立第四中学校の分校として設置する条例の一部変更を承
認しました。

【こども未来部】電気代等、物価上昇の影響を受けてい
る幼稚園、保育所、こども園、放課後児童クラブ等の光
熱費支援として4,690万円余の予算を承認しました。
吉井田地区をはじめ増加が見込まれる放課後児童クラブ
入園者に対応するため、新設予定の放課後児童クラブへ
の整備支援事業として1,260万円の予算を承認しまし
た。
【健康福祉部】高齢者の熱中症防止のため、65歳以上
の住民税非課税世帯を対象とした、エアコン
購入時の金額の2分の１を助成する高齢
者エアコン設置支援事業として
2,255万円の予算については早
期に実施するため9月１日の議
会初日に先決議案として審議
し承認しました。

【都市政策部】ゼロカーボ
ンシティの実現に向け福島
交通が新たに導入するEVバス
について、市地域公共交通計画
に基づき、車両自体を集客力のあ
る移動手段として地域振興等に活用
するため、「見て、乗って楽しいバス」
をコンセプトに車体架装費用の一部を支援し、
官民連携で地域公共交通の高付加価値化を目指します。
福島交通株式会社を対象に、乗車定員29人のBYD社製
小型電気バス「J6」１台の車体内・外装の架装費用とし
て、1,500万円程度の経費に対する1/4の375万円
を上限に補助するための財源を一般財源から拠出するた
めのEVバス架装整備支援事業費を採択しました。
　また、昨今の新型コロナウイルス感染症等の影響によ
り、極めて厳しい経営状況になっている阿武隈急行株式
会社に対し、引き続き計上損失相当額を沿線自治体と協
調して支援し、沿線住民
の移動手段を確保するた
め、本市の負担割合であ
る1/4×48.965%に準
じ4,647万円余を応分負
担する阿武隈急行対策費
を採択しました。

【総務部】福島市男女共同参画推進条例の一部を改正
します。福島市男女共同参画審議会において、新たに
LGBTQやパートナーシップ制度などに詳しい専門的
知識を持つ委員を加え、今後の制度導入をはじめ、多
様な性のあり方について調査審議するため、委員定数
を１2人から１人増員します。
【消防本部】消防本部・福島消防署庁舎を市民会館用
地への移転整備事業において、今年度に実施予定の地

質調査で、周辺
の地質調査の結
果から、地震波
作成用地質調査
が必要になり、
1,500万 円を
増額補正するこ
とになりました。
また、福島南消
防署信夫分署で
は、高度救命処
置用資器材を搭

載した高規格救急自動車を更新します。
この車両には救急救命処置に関す
る資機材としてAED、点滴、
心電図、などが搭載されてい
ます。契約金額は、3,787
万円余です。

【農政部】ファミリー層・
若者層をターゲットとし
て吾妻山麓エリア周遊観光
の拠点施設としてリニューア
ルを進める四季の里に、新たに

250台程度の駐車場を整備します。
大型イベントの誘致強化を図り、駐車

場不足の解消、周辺の交通状態の緩和、迷
惑駐車の防止に努めます。
【商工観光部】金水晶酒造店新工場が四季の里近隣に
オープンすることで、市内の醸造所が吾妻山麓エリア
に集中することから、それら立地集中ゾーンをブラン
ディングしながら吾妻山麓エリアの魅力のひとつとし
て発信することにより、周遊観光を促進します。本定
例会議において、300万円を計上し、ゾーンのネー
ミングの公募や事業を行います。
【市民文化スポーツ部】古関裕而氏の野球殿堂入りを
記念し、ゆかりのある全早
慶野球戦を本市で開催すべ
く、１300万円を計上しま
す。古関氏作曲の両校の応
援歌による応援合戦を展開
することを通して、野球殿
堂入りを祝い、あわせて、
全国に古関裕而氏のふるさ
と福島の魅力・元気を発信
します。

　

　福島市議会には4つの常任委
員会があり、あらかじめ決められた担当

所管について、少人数で集中的に審議を尽くす
ために設置された委員会です。それぞれが所管する

事務の調査、議案、請願、陳情などの審査を行って
おります。なお、 内は、それぞれの常任

委員会における当会派の所属議員名です。
◎は委員長。　　　　

常任委員会の報告

乗車定員29人のBYD社製
小型電気バス（BYD社資料）

来年4月開校をPRする福島第四小前の横断幕
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市
民
の
皆
様
に
は
、「
真
結
の
会
」
の
活

動
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
3
年
間
に
わ
た
り
私
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
本
年
5
月
に
感
染
症

法
上
の
分
類
が
2
類
か
ら
5
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
人
流
の
回
復
が
見
ら
れ
る
な
ど
一
定

の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ
し
た
地

域
経
済
の
停
滞
の
ほ
か
、
原
油
価
格
高
騰
に

伴
う
物
価
高
、
出
生
数
低
下
に
よ
る
少
子
化

社
会
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
共
「
真
結
の
会
」
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
の
厳
し
い
現
状
を
一
つ
ず
つ
打
開
し
、
次

代
を
担
う
子
供
や
若
い
世
代
が
夢
と
希
望
を

持
ち
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会長あいさつ

会派一丸となり
取り組みます！

真田　広志

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
議
は
９
月
１
日
に
開
会
、

一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案
2３
件
、
報
告
７
件

を
審
査
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
の
25

日
に
は
人
事
案
3
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会

計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
予
算
、
継
続
費
、
地
方

債
の
補
正
で
総
額
６
億
５
千
万
円
余
を
追
加
、
財

源
に
は
国
、
県
支
出
金
な
ど
３
千
３
０
０
万
円
余
、

地
方
債
１
億
６
千
１
０
０
万
円
余
な
ど
を
追
加
、

差
し
引
き
４
億
５
千
１
０
０
万
円
余
は
繰
越
金
を

充
当
し
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

い
な
い
高
齢
者
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
設
置
緊
急
支
援
事
業
費

２
千
２
５
０
万
円
余
、（
仮
称
）
市
民
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
費
３
千
３
０
０
万
円
余
、
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
費
４
千
６
９
０
万
円
余
、
四
季
の
里

整
備
費
７
２
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
今
定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
鈴
木
正
実
議
員
が

代
表
質
問
、
根
本
雅
昭
、
菅
原
美
智
子
、
宍
戸
一

照
、
川
又
康
彦
、
の
４
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
質
問
と
答
弁
は
２
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会
議
の
決
算
特
別
委
員
会

は
９
月
1３
、
1９
、
2０
、
21
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

全
体
会
、
分
科
会
を
開
き
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
状
況
を
慎
重
に
審
査
、
認
定
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
額
は
歳
入
１
千
３
４

８
億
７
千
７
０
０
万
円
余
、
歳
出
は
１
千
２
４
８

億
３
千
４
０
０
万
円
余
、
差
し
引
き
１
０
０
億
４

千
２
０
０
万
円
余
は
決
算
剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
福
島
市
水
道
事
業
会
計
、
同
下
水
道
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
認
定
あ
る
い
は
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
農
業
集
落
排
水
事

業
の
決
算
、
剰
余
金
処
分
の
件
に
つ
い
て
は
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
最

終
日
の
21
日
に
は
当
会
派
の
宍
戸
一
照
議
員
が
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
決
算
特
別
委
員
会
の
報
告
▲

▼
9
月
定
例
会
議
の
報
告
▲

真田  広志
さなだ　ひろし

会　長
◦経済民生常任委員
◦複合市民施設に関する調査

特別委員

松浪町1番15号
TEL 523-3201

尾形　武
おがた　たけし

相談役
◦建設水道常任委員
◦監査委員

松川町浅川字大古内９番地
TEL 548-7683

斎藤　正臣
さいとう　まさおみ

政調会長
◦建設水道常任委員
◦議会運営副委員長

渡利字七社宮5番地の1
ヴェルードーネ七社宮３０1
TEL 521-2342

鈴木　正実
すずき　まさみ

副会長
◦総務常任委員長

飯坂町平野字林添1番地の1０1
TEL 543-1218

二階堂 武文
にかいどう　たけふみ

副会長
◦副議長
◦総務常任委員

町庭坂字内町51番地の2
TEL 591-1138
http://nikaidou.net/

根本　雅昭
ねもと　まさあき

総務会長
◦経済民生常任委員長
◦複合市民施設に関する調査特

別委員

渡利字七社宮３９番地の1　 TEL 070-5092-6801　
https://m-nemoto.com/

宍戸　一照
ししど　かずてる

顧　問
◦文教福祉常任委員

荒井字上町裏1０番地
TEL 593-1035

川又　康彦
かわまた　やすひこ

幹事長
◦文教福祉常任委員長
◦議会運営委員
◦複合市民施設に関する調査特

別委員
飯坂町字湯町25番地　 TEL 542-4251
http://kawamata-yasuhiko.com/

菅原 美智子
すがわら　みちこ

総務会副会長
◦総務常任委員
◦議会運営委員

TEL 553-0711
https://michikopro.jp/

詳しくはホームページに掲載

▲

真結の会意見書

令和5年度秋季福島市議会
議会報告会・意見交換会開催
▷11月8日（水）午後6時～午後7時15分　吉井田支所
　2階大会議室

▷11月15日（水）午後2時～3時15分　松川支所
　2階大会議室
従来、4会場での開催ですが、上記以外の2会場では初の
試みとして青年、女性の関係団体を対象にあらかじめテー
マを設け開催します。

　９月定例会議において「大規模太陽光発電施設の
設置に対する法整備等を求める意見書」を提出、全
会一致で採択されました。意見書は地域の景観維
持、環境保全及び防災の観点からの適正な設置がな
されるための法整備等を行うことなど4項目です。
住民の安心安全、景観や生態系など
の保護、将来にわたり安定した事業
運営などを強く求めています。
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